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多数集まったの同一の“モノ”たちが，互いに影響を及ぼし合うことによって

その足並みを揃えてしまう現象を同期現象という．古くは壁に掛けた２つの振

り子時計の同期が知られているが，今日ではホタルの集団発光，ニューロンの

発火，心臓の拍動など，自然界の様々な場面で発見されている． 

同期現象を説明するための代表的な数理モデルとして蔵本モデルが知られてい
る．講演ではごく簡単な数学の準備（１次元力学系の解析法）をした後，蔵本
モデルの解析を行い，「振動子間の結合強度がある閾値を超えると同期が起こ
る」という有名な蔵本予想を導出したい． 

 

 

 

多数の皆様の御来聴をお願い申し上げます。 

 

連絡先：神経機能形態学分野 寺田純雄 Tel: 5803-5149 

 

演者 

日時 

会場 

講演要旨 


